
 

令和４年度決算の概要を取りまとめましたので、お知らせします。 

 

１ 令和４年度決算概要 

（１） 令和４年度決算のポイント 

ア 一般会計の規模 

歳出総額は５,２２９億８，６００万円となり、対前年比で２０３億１,６００万円、

４．０％の増となった。 

歳入・歳出ともに令和２年度に次ぐ２番目の規模。 

 

 

 

 

 

 

イ 実質収支の確保 

一般会計の実質収支は、歳入において、市税が予算に比べ増収となったこと、また、

歳出において、効率的な予算執行に努めた結果、５５億６，５００万円を確保。 

（令和３年度：２９億７，９００万円） 

 

ウ 財政の健全性の維持 

市民生活に必要な公共施設の更新などを行った結果、全会計市債残高については、

対前年度比９２億円の増となる一方、基金借入金残高を着実に削減し、対前年度比 

   ２０億円の減となるなど、「千葉市中期財政運営方針」を踏まえた財政運営に努めた。 

 

（２） 健全化判断比率等 

ア 健全化判断比率 

将来負担比率については、対前年度比で増加したものの、実質公債費比率について 

は、対前年度比で低減。 

 

 

 

 

イ 資金不足比率 

対象となる６会計でいずれも発生していない。 

 
 令和５年８月２４日 

財政局財政部  
財政課 
電話 ２４５－５０７３ 

   

 

令和４年度決算概要について  

 

記者発表資料 

歳入総額 ５,２９８億５，９００万円 

（対前年度比 ＋２０７億４，７００万円、＋４．１％） 

歳出総額 ５,２２９億８，６００万円 

（対前年度比 ＋２０３億１，６００万円、＋４．０％） 

実質公債費比率 １０．６％（対前年度比△０．６Ｐ、早期健全化基準   ２５．０％） 

将来負担比率 １２５．０％（対前年度比＋９．０Ｐ、早期健全化基準４００．０％） 


